
手

記

　 
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 
北
海
道
　
北
野
實
　 

北
海
道
小
■
市
で
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

父
、
早
く
死
亡
し
、
長
男
、
私
、
長
女
、
母
、
四
人
家
族
の

家
庭
で
育
つ
。

昭
和
十
年
、
堺
小
学
校
卒
業
。

昭
和
十
二
年
、
小
■
市
第
一
高
等
小
学
校
卒
業
、
上
京
就
職

す
。昭
和
十
六
年
九
月
、
荒
川
区
役
所
よ
り
東
京
都
荒
川
区
町
屋

の
日
本
建
鉄
工
業
株
式
会
社
へ
、
徴
用
令
に
よ
り
昭
和
十
六
年

十
月
十
日
ま
で
に
出
頭
と
の
こ
と
と
連
絡
あ
り
、
徴
用
戦
士
と

し
て
徴
用
さ
れ
る
。

昭
和
十
八
年
春
、
徴
兵
検
査
を
荒
川
区
役
所
に
て
行
う
。
甲

種
合
格
す
。

昭
和
十
八
年
、
函
館
連
隊
区
司
令
部
よ
り
飛
行
兵
と
し
て
通

知
を
受
け
る
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
一
日
付
で
静
岡
県
三
方
原
中
部
第
九
七

部
隊
へ
入
隊
の
通
知
を
受
け
る
。

昭
和
十
九
年
七
月
、
入
営
の
た
め
徴
用
令
を
解
除
さ
れ
る
。

昭
和
十
九
年
七
月
、
二
十
日
、
入
営
の
た
め
小
■
へ
帰
郷
、

身
辺
の
整
理
を
す
る
。

七
月
末
日
、
町
内
会
の
方
々
、
身
内
の
方
等
の
見
送
り
を
受

け
小
■
駅
よ
り
出
発
す
る
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
一
日
、
浜
松
駅
着
、
再
度
電
車
に
乗
り

中
部
第
九
七
部
隊
へ
。
各
地
よ
り
集
ま
っ
て
来
て
い
る
の
で
混



雑
し
て
い
た
。
私
も
呼
ば
れ
、
引
率
の
兵
に
つ
い
て
中
隊
内
務

班
に
入
る
。

被
服
等
を
受
け
取
り
整
理
す
。
儀
式
用
衣
服
か
ら
作
業
用
ま

で
あ
っ
た
。
軍
帽
は
手
箱
の
上
に
置
い
た
。
初
年
兵
と
し
て
自

覚
と
心
構
え
を
一
日
も
早
く
慣
れ
る
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
。

営
内
は
広
々
と
し
て
風
景
等
眺
め
も
良
く
、
八
月
の
汐
風
に

乗
せ
て
清
々
し
い
。
営
舎
内
の
間
は
す
べ
て
駆
け
足
で
の
行
き

帰
り
で
あ
っ
た
。
一
月
ほ
ど
教
育
を
受
け
る
。

満
州
へ
転
属
の
た
め
に
迎
え
に
来
た
兵
に
引
率
さ
れ
、
夜
行

列
車
に
乗
り
下
関
へ
着
く
。
連
絡
船
に
乗
り
釜
山
港
に
着
く
。

昼
間
の
航
行
に
て
潜
水
艦
等
の
攻
撃
も
な
く
大
陸
の
玄
関
口
へ

上
陸
し
た
。
祖
国
を
後
に
初
め
て
見
る
異
境
の
地
で
あ
っ
た
。

貨
車
に
乗
り
新
義
州
を
渡
り
、
鴨
緑
江
の
鉄
橋
を
通
過
す
る
。

満
州
に
入
り
兵
站
部
よ
り
食
事
を
受
け
る
。

行
く
先
は
白
城
子
と
い
う
街
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

昔
、
白
い
キ
ツ
ネ
が
い
た
の
で
そ
の
名
前
が
つ
い
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
白
城
子
駅
に
到
着
。
部
隊
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
が
迎
え

に
来
て
い
た
。

固
有
名
　
満
州
第
九
飛
行
場
大
隊

通
称
名
　
満
州
第
一
六
六
〇
九
部
隊

部
隊
は
、
戦
隊
、
補
給
、
警
備
で
あ
っ
た
。

飛
行
場
は
広
く
、
自
然
の
主
滑
走
路
及
び
誘
導
路
で
あ
っ

た
。
掩
体
壕
に
は
ベ
ニ
ヤ
板
製
の
「
隼
」
が
擬
態
の
た
め
か
、

外
に
さ
び
し
く
置
い
て
あ
っ
た
。
離
着
陸
す
る
飛
行
機
も
な

く
、
た
だ
吹
流
し
が
大
空
に
ポ
ツ
ン
と
風
を
受
け
流
れ
て
い

る
。満
州
の
秋
は
早
い
。
夏
草
も
枯
れ
、
秋
の
気
配
を
感
じ
、
の

ど
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
の
部
隊
は
沖
縄
の
戦
場
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
、
総
て

空
兵
舎
で
あ
る
。
時
折
草
む
ら
か
ら
ウ
サ
ギ
が
飛
び
出
し
、
遠

く
へ
去
っ
て
は
振
り
向
い
て
見
て
い
る
。

内
務
班
は
、
一
班
は
初
年
兵
、
二
、
三
班
は
古
年
兵
で
あ
っ

た
。
注
意
事
項
の
中
に
、
満
州
の
水
は
硬
く
生
水
は
飲
ま
な
い

よ
う
に
と
注
意
が
あ
っ
た
。
必
ず
沸
騰
さ
せ
て
飲
む
よ
う
に
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
頃
、
古
年
兵
の
中
の
一
部
が
転
属
で
北

支
方
面
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
初
年
兵
は
残
っ
た
。
私
は
兆



南
飛
行
場
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
防
寒
被
服
等
冬
物

が
支
給
さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
白
城
子
飛
行
場
を
後
に
す

る
。
兆
南
飛
行
場
も
白
城
子
飛
行
場
と
同
じ
で
空
兵
舎
で
あ

る
。
遠
く
に
満
人
部
落
が
点
々
と
見
え
る
。
夏
草
も
枯
れ
、
丘

陵
か
ら
時
折
ウ
サ
ギ
、
キ
ジ
等
が
飛
び
立
つ
ほ
ど
の
の
ど
か
な

環
境
で
あ
っ
た
。

祖
国
を
発
ち
、
早
い
も
の
で
一
年
を
迎
え
る
頃
と
な
っ
た
。

家
族
等
、
日
本
で
の
思
い
出
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。
こ
れ
も
軍
隊

生
活
に
馴
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

八
月
九
日
早
朝
、
非
常
呼
集
を
受
け
る
。
ソ
連
軍
が
日
ソ
不

可
侵
条
約
を
無
視
し
、
突
如
国
境
を
越
え
満
州
へ
侵
入
し
た
の

で
あ
っ
た
。

直
ち
に
本
隊
よ
り
白
城
子
へ
帰
隊
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
が
迎
え

に
来
た
。
必
要
以
外
の
品
は
爆
破
し
兆
南
を
後
に
し
た
。
白
城

子
の
駅
周
辺
は
地
方
人
、
開
拓
団
の
人
達
で
大
変
な
事
態
で

あ
っ
た
。
満
州
国
軍
と
行
き
交
う
時
、
す
で
に
我
々
を
見
る
眼

に
は
敵
意
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
地
方
人
達
は
満
人
等

に
追
わ
れ
、
集
団
で
集
ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
な
の
で
あ

る
。
自
宅
を
出
る
と
満
人
が
マ
ー
チ
ョ
（
車
）
を
使
い
、
満
載

に
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。
兵
舎
・
官
舎
・
民
家
等
す
べ
て
で

あ
っ
た
。
軍
の
組
織
の
中
で
は
、
手
を
出
し
て
助
け
る
こ
と
も

何
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
時
こ
そ
、
民
間
人
、
非

戦
闘
員
は
早
く
安
全
な
方
策
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

自
城
子
陸
軍
病
院
は
ど
う
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

心
に
残
る
。

聞
き
な
れ
な
い
爆
音
が
聞
こ
え
、
見
上
げ
る
と
上
空
に
ソ
連

の
偵
察
機
と
思
わ
れ
る
赤
い
星
を
つ
け
た
飛
行
機
で
あ
っ
た
。

何
事
も
な
く
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。

我
々
は
奉
天
ま
で
南
下
し
、
そ
こ
で
陣
を
固
め
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
北
上
組
、
南
下
組
、
ま
た
邦
人
の
乗
っ
た
貨
車

等
、
緊
迫
し
た
空
気
で
あ
っ
た
。
停
車
時
間
中
に
飯
盒
で
炊
事

で
あ
る
、
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
。

戦
争
は
人
間
が
人
間
を
殺
し
合
う
罪
悪
で
あ
る
。「
聖
戦
」

の
名
の
下
に
国
民
を
召
集
し
、
ま
た
他
国
民
を
傷
つ
け
、
国
土

を
崩
壊
に
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。

奉
天
駅
に
着
く
。
こ
こ
も
ま
た
人
々
の
波
と
切
迫
し
た
空
気

で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
我
々
は
鉄
路
学
院
と
い
う
所
へ
入
っ

た
。
そ
こ
で
終
戦
を
知
る
。
今
ま
で
張
り
詰
め
て
い
た
気
持
ち



が
抜
け
落
ち
、
た
だ
た
だ
言
葉
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
夜
か
ら
電
燈
が
使
え
る
と
思
う
と
何
と
な
く
気
持
ち
が
安
ら

い
だ
。
一
歩
外
へ
出
る
と
騒
然
と
し
て
何
の
情
報
も
な
い
。
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
街
へ
出
る
時
で
も
満
人
等
か
ら
石
な
ど
を
投

げ
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
一
人
行
動
は
死
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

夜
間
、
我
々
は
銃
を
持
っ
て
い
る
の
で
街
の
警
戒
等
に
出
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
色
々
と
装
備
等
を
し
、
事
に
備
え
た
。

そ
の
う
ち
に
ソ
連
の
輸
送
機
が
頻
繁
に
着
陸
し
、
ま
た
飛
び

立
っ
て
、
本
国
へ
物
資
、
人
員
、
戦
利
品
等
を
運
ぶ
の
で
あ
っ

た
。ソ
連
兵
も
マ
ン
ド
リ
ン
銃
を
肩
に
し
、
時
計
等
金
目
の
品
々

を
略
奪
に
来
る
の
で
あ
る
。
女
性
等
は
頭
髪
を
刈
り
、
軍
服
を

着
た
。
紛
ら
わ
し
く
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

晴
天
の
日
で
あ
っ
た
、
聞
き
馴
れ
た
爆
音
が
し
た
の
で
思
わ

ず
上
空
を
見
上
げ
る
と
、
日
の
丸
の
標
識
を
付
け
た
日
本
の
戦

闘
機
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
黒
煙
が
上
っ
た
。
日
本
軍
の
飛
行

機
が
自
爆
し
た
の
で
あ
っ
た
。
飛
行
場
に
は
ソ
連
の
飛
行
機
が

数
機
着
陸
し
て
い
た
。
乗
っ
て
い
た
の
は
、
終
戦
に
な
っ
て

も
、
な
お
軍
人
精
神
の
旺
盛
な
持
ち
主
の
方
で
あ
っ
た
。
心
か

ら
御
冥
福
を
祈
っ
た
。

帰
国
の
た
め
に
兵
器
、
装
備
品
等
差
し
出
す
こ
と
と
指
令
が

あ
り
、
地
図
、
方
位
計
、
小
刀
等
も
持
つ
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

た
。
将
校
は
軍
刀
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
日
本
へ
帰
国
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
達
は
軍
足
、
タ
オ
ル
等
必
要
品
は
で
き

る
だ
け
持
っ
た
。
そ
の
品
物
が
満
州
外
、
ソ
連
に
入
っ
て
か
ら

も
、
食
料
品
等
の
交
換
物
と
し
て
役
に
立
っ
た
。

奉
天
に
て
二
段
式
の
貨
車
に
乗
り
満
州
最
前
線
、
黒
河
へ
着

い
た
。
対
岸
は
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
で
あ
っ
た
。
冬
と
も

な
る
と
川
は
凍
結
し
、
日
ソ
両
国
が
お
互
い
に
ス
パ
イ
活
動
を

し
た
地
点
で
あ
っ
た
。
■
瓦
の
兵
舎
は
砲
弾
で
撃
ち
抜
か
れ
て

い
た
。
戦
闘
の
跡
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
た
。
激
戦
の
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

奇
し
く
も
こ
の
地
に
来
て
、
過
ぎ
し
八
月
九
日
の
戦
闘
で
戦

死
さ
れ
た
方
々
の
慰
霊
を
心
の
中
で
思
い
な
が
ら
御
冥
福
を

祈
っ
た
。

筏
に
乗
り
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
へ
。
筏
に
は
戦
利
品
及

び
満
州
国
で
の
略
奪
品
を
所
狭
し
と
積
み
込
ん
で
あ
り
、
そ
の



上
に
日
本
兵
を
乗
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
十
月
も
近
く
、
岸
辺
の

浅
瀬
に
氷
が
張
っ
て
い
た
。
上
陸
し
初
め
て
見
る
異
境
の
地
で

あ
る
。
一
抹
の
不
安
が
心
に
浮
か
ぶ
。
家
屋
も
人
々
の
服
装
等

も
一
変
し
た
。

先
に
入
ソ
し
た
人
達
は
幕
舎
等
で
野
宿
の
状
態
で
あ
っ
た
。

所
々
で
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
た
、
炊
事
で
も
し
て
い
る
の
か
。

一
週
間
位
、
我
々
も
野
営
す
る
。
貨
車
に
乗
っ
て
東
京
ダ
モ
イ

と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
あ
っ
た
が
、
嘘
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が

ソ
連
邦
と
し
て
の
政
策
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

各
車
両
毎
に
一
人
の
カ
ン
ボ
ー
イ
（
兵
士
）
が
乗
り
込
む
。

彼
等
も
我
々
を
恐
れ
て
か
、
銃
を
手
放
さ
な
い
。

朝
に
な
り
日
の
出
を
見
る
と
西
方
へ
進
ん
で
い
る
。
完
全
に

口
車
に
の
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
の
祭
り
で

あ
っ
た
。

行
く
沿
線
は
行
け
ど
も
果
て
し
な
く
続
く
大
地
で
あ
り
、
数

時
間
走
っ
て
停
車
場
の
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
所
が
時
折
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
次
の
駅
ま
で
数
時
間
を
要
す
る
寒
村
地
帯
で

あ
っ
た
。
貨
車
が
停
車
し
た
時
は
急
い
で
降
り
、
用
便
等
を
す

る
。
前
列
車
と
同
じ
線
な
の
か
、
随
所
に
用
便
の
跡
が
残
っ
て

い
た
。
近
く
の
住
民
が
物
々
交
換
の
た
め
に
パ
ン
等
を
持
っ
て

交
換
に
来
る
。
缶
詰
は
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
歩
■
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
手
早
く
終
わ
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
も
命
の
■
ぎ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

広
い
海
原
の
よ
う
に
見
え
る
所
へ
出
た
。
海
か
と
思
っ
た
ら

バ
イ
カ
ル
湖
で
あ
っ
た
。「
日
本
ダ
モ
イ
」
も
完
全
に
覆
さ
れ

た
。
湖
の
沿
線
を
五
時
間
ほ
ど
走
っ
た
。
い
か
に
大
き
い
か
が

う
か
が
い
と
れ
る
。
汽
車
は
一
路
西
へ
、
今
後
に
不
安
が
つ
の

る
。
皆
、
覚
悟
を
決
め
る
。
す
れ
違
う
軍
用
列
車
で
は
兵
士
が

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
鳴
ら
し
て
大
声
で
歌
い
、
一
升
瓶
を
口
付

け
に
飲
ん
で
い
た
。
勝
利
者
と
敗
者
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
。
勝
利
を
祝
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
無
念
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
近
く
で
引
込
線
に
入
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
の
流

れ
は
洪
水
の
よ
う
に
流
れ
が
速
い
大
河
で
あ
る
。
高
い
煙
突
の

あ
る
大
き
な
建
物
へ
入
っ
た
。
バ
ー
ニ
ヤ
（
入
浴
場
）
で
あ

っ
た
。
衣
服
を
全
部
、
輪
の
鉄
線
に
通
し
滅
菌
消
毒
で
あ
る
。

シ
ャ
ワ
ー
か
ら
出
る
と
衣
類
に
付
い
て
い
た
虫
は
点
々
と
黄
色

く
な
っ
て
死
ん
で
い
た
。
こ
の
地
は
輸
送
の
た
め
の
中
継
地
で



あ
る
の
か
、
設
備
が
大
き
い
。
温
ま
っ
た
衣
類
を
着
て
、
や
っ

と
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
寝
る
こ
と
も
で
き
る
。

再
び
貨
車
に
乗
り
汽
車
は
西
へ
。
行
く
手
に
は
遠
く
山
の
峰

に
白
く
雪
が
見
え
る
。
テ
ン
シ
ャ
ン
か
ク
ン
ロ
ン
山
脈
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
頃
に
な
る
と
歩
■
も
身
振
り
手
振
り
で
話
し
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
に
は
行
く
先
の
食
物
や
気
候
等
も
知

ら
せ
て
く
れ
た
。
歩
■
の
入
れ
替
え
も
あ
っ
た
。
行
く
先
は
タ

シ
ケ
ン
ト
と
い
う
街
の
名
前
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ

ズ
ベ
ッ
ク
共
和
国
の
首
都
で
あ
る
。
引
込
線
で
降
り
三
十
分
ほ

ど
歩
い
た
、
四
方
、
鉄
網
で
囲
ま
れ
た
捕
虜
収
容
所
で
あ
る
。

四
方
の
隅
に
は
歩
■
の
立
つ
望
楼
が
あ
る
。
衛
兵
所
か
ら
入
り

人
員
の
引
き
継
ぎ
が
終
わ
る
。
完
全
な
捕
虜
生
活
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
。

天
と
地
は
、
い
か
な
る
境
遇
に
あ
ろ
う
と
も
生
き
る
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
る
母
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
頑
張
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
心
に
誓
う
。

収
容
所
内
に
は
大
小
の
建
物
が
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
生
活

の
場
で
あ
る
。
以
前
い
た
人
達
は
ど
こ
か
へ
移
動
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
部
屋
は
二
段
式
の
板
の
ベ
ッ
ド
が
あ
る
。
ペ
ー
チ
カ
も

あ
っ
た
。
ワ
ラ
布
団
と
軍
の
毛
布
一
枚
で
あ
っ
た
。

一
週
間
位
営
内
の
清
掃
等
を
し
、
ま
た
近
く
の
使
役
等
に
出

た
。
あ
る
時
、
歩
■
の
官
舎
と
思
わ
れ
る
所
で
仕
事
を
し
た
。

そ
の
時
、
食
事
を
御
馳
走
し
て
下
さ
っ
た
。
玄
関
の
所
に
洗
面

器
が
手
洗
い
の
た
め
か
、
置
い
て
あ
っ
た
。
家
族
の
方
は
手
で

食
べ
て
い
た
。
私
に
は
ス
プ
ー
ン
を
渡
さ
れ
た
。
久
し
振
り
に

家
庭
の
味
を
感
じ
た
。
捕
虜
と
い
う
立
場
で
も
、
人
の
心
は
必

ず
通
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

収
容
所
の
作
業
も
終
わ
り
、
二
班
に
分
か
れ
ラ
ボ
ー
ト
、
工

場
行
き
で
あ
る
。
収
容
所
か
ら
三
十
分
ほ
ど
歩
い
て
引
込
線
ま

で
行
く
。
客
車
の
古
い
車
両
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
り
も
そ
の

汽
車
が
工
場
の
引
込
線
の
あ
る
所
で
待
っ
て
い
た
。

工
場
名
は
「
フ
ル
ン
ゼ
ー
」「
セ
ル
マ
ー
シ
」
と
い
う
二
つ

の
工
場
で
あ
っ
た
。

作
業
内
容
は
、
各
人
の
前
職
を
生
か
し
就
業
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
機
械
工
、
製
図
工
等
、
色
々
と
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

人
は
雑
務
で
あ
る
。
■
瓦
工
場
、
掃
除
、
整
理
等
で
あ
っ
た
。

ソ
連
も
、
独
ソ
戦
に
て
工
場
等
は
切
迫
し
た
所
ま
で
運
営
し
て

戦
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
に
日
本
製
の
工
作
機
械
が
据
え
ら
れ



て
い
た
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
あ
っ
た
。
驚
く
と
同
時
に
、
何

か
郷
愁
を
感
じ
た
。

溶
鉱
炉
の
中
に
屑
鉄
や
鉄
鉱
石
を
入
れ
鋳
物
を
造
る
。
そ
れ

は
農
機
具
等
の
部
品
で
あ
っ
た
。
春
に
な
る
と
、
一
部
の
人
が

工
場
の
外
に
出
て
建
築
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
場

近
く
に
穴
を
掘
り
、
そ
こ
へ
水
を
引
き
運
び
混
ぜ
、
中
に
草
等

を
入
れ
強
度
を
増
す
た
め
で
あ
る
。
平
地
に
砂
を
撒
き
、
そ
の

上
へ
並
べ
て
い
く
の
で
あ
る
。
雨
が
少
な
い
の
で
十
日
も
た
つ

と
硬
く
な
る
。
■
瓦
が
出
来
上
が
る
。
二
個
出
来
る
型
枠
を

造
っ
て
、
そ
の
中
へ
上
か
ら
た
た
き
つ
け
る
。
枠
を
持
っ
て
砂

を
敷
き
つ
め
た
所
へ
持
っ
て
行
き
木
枠
を
取
る
、
出
来
上
が
り

で
あ
る
。

遠
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り
、
一
両
毎
に
一
棟
分
の
建
築
資
材

が
積
み
込
ま
れ
て
来
る
。
設
計
図
を
た
よ
り
に
建
て
て
ゆ
く
。

そ
の
う
ち
二
棟
、
三
棟
と
仕
事
を
す
る
た
び
に
早
く
出
来
上
が

る
よ
う
に
な
っ
て
「
ノ
ル
マ
」
も
上
が
る
。
ナ
チ
ャ
ニ
ッ
ク
か

ら
「
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
ラ
ボ
ー
タ
」
と
言
っ
て
工
場
の
食
堂
で
昼
食

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
の
仕
事
な
の
で
通
行

人
、
タ
タ
ー
ル
、
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
人
等
か
ら
パ
ン
、
タ
バ
コ
等
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
等
に
は
木
材
が
不
足
か
、
小
さ

い
板
端
で
も
必
要
な
の
か
、
持
っ
て
行
く
。
歩
■
は
ど
こ
か
で

休
養
で
も
し
て
い
る
の
か
、
気
に
し
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
道

路
は
石
畳
で
あ
っ
た
。
一
輪
車
で
ロ
バ
に
声
を
か
け
な
が
ら
通

り
過
ぎ
る
。
少
し
は
自
由
を
取
り
戻
し
た
気
持
ち
に
な
る
。

近
く
の
川
辺
等
に
カ
ー
ミ
ン
石
が
、
石
炭
の
ボ
タ
山
の
よ
う

に
随
所
に
高
く
積
み
上
げ
集
積
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
は
春
か

ら
秋
口
ま
で
雨
が
少
な
い
地
方
で
あ
っ
た
。
米
、
綿
、
果
物
等

が
採
れ
る
。
ラ
ク
ダ
も
道
端
で
綿
を
背
に
積
む
の
か
、
横
に

な
っ
て
い
る
。
道
路
も
石
が
き
れ
い
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

る
。
延
々
と
続
く
こ
の
道
は
、
昔
は
西
南
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

へ
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
何
や
ら
わ
か
ら
ぬ
言
葉
で
通
り
過
ぎ

る
。ラ
ー
ゲ
ル
で
慰
労
会
が
あ
り
「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」「
石

の
花
」
等
の
映
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
帰
国

の
た
め
の
民
主
化
美
化
運
動
の
一
環
で
あ
る
の
か
、
数
年
ぶ
り

の
映
画
で
あ
っ
た
。

カ
ミ
ッ
シ
ヤ
（
視
察
官
）
が
来
る
時
に
は
収
容
所
内
を
隅
々

ま
で
清
掃
す
る
。
ま
た
、
食
事
も
日
頃
溜
め
置
い
た
分
量
を
使



い
、
副
食
等
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
出
さ

れ
た
。
革
命
三
十
周
年
の
お
祝
い
が
あ
っ
た
。

各
ラ
ー
ゲ
ル
の
競
争
の
た
め
か
、
美
化
活
動
で
あ
る
プ
ラ
カ

ー
ド
、
花
壇
等
、
新
し
く
手
入
れ
を
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
春
、
移
動
の
た
め
、
住
み
慣
れ
た
タ
シ
ケ
ン

ト
を
後
に
収
容
所
を
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
所
以
来
、

数
々
の
思
い
出
、
生
活
に
夢
を
託
し
た
こ
の
地
へ
再
び
訪
れ
る

こ
と
の
な
い
日
が
来
た
。
毎
日
通
っ
た
往
復
の
道
も
、
ま
た
列

車
も
今
日
が
最
後
の
乗
り
納
め
で
あ
る
。

満
州
よ
り
こ
の
地
へ
共
に
着
き
、
生
活
し
な
が
ら
、
事
故
や

病
気
等
で
異
境
の
地
で
無
念
の
死
を
遂
げ
た
方
々
に
思
い
を
致

し
、
御
冥
福
を
祈
り
、
こ
の
地
を
後
に
し
た
。
日
本
の
兵
士
が

労
働
と
命
を
注
ぎ
込
ん
だ
タ
シ
ケ
ン
ト
の
街
で
あ
る
。
劇
場

等
、
数
々
の
日
本
兵
士
の
建
て
た
建
築
物
が
残
っ
て
い
る
。

汽
車
も
一
路
東
を
目
指
し
進
む
。
戦
後
三
年
も
過
ぎ
て
い
る

の
で
入
ソ
の
時
と
は
違
い
順
調
に
進
む
。
毛
布
一
枚
、
布
団
一

枚
の
外
、
身
の
回
り
の
品
物
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
度
は
帰
国
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
皆
も
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
延
々

と
続
く
平
野
を
東
へ
と
。

途
中
糧
秣
を
受
領
す
。
ま
た
、
用
便
等
も
そ
の
と
き
済
ま
せ

る
。
日
本
の
兵
士
が
作
業
し
て
い
る
。
お
互
い
に
手
を
振
り
合

う
。
極
東
も
近
い
の
で
あ
ろ
う
。

囚
人
列
車
と
擦
れ
違
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
鉄
格
子
の
小
さ
な

窓
が
上
部
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
警
戒
は
我
々
以
上
に
厳
し

い
。
軍
用
犬
も
い
た
。

集
結
地
に
近
い
の
か
、
日
本
兵
士
も
所
々
で
作
業
し
て
い

る
。
互
い
に
手
を
振
り
合
う
。
待
ち
に
待
っ
た
「
ナ
ホ
ト
カ
」

で
あ
っ
た
。
列
車
を
降
り
浜
辺
に
整
列
す
る
。
上
下
番
の
た

め
、
人
員
の
確
認
で
あ
る
。
小
高
い
丘
で
は
幕
舎
等
が
見
え

る
。
日
本
兵
士
の
大
集
団
で
あ
る
。
帰
国
の
た
め
の
船
待
ち
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

砂
地
を
踏
み
、
磯
の
香
り
を
味
わ
う
。
日
本
海
を
目
の
あ
た

り
に
見
た
子
供
の
頃
、
海
で
育
っ
た
頃
を
思
い
出
す
。
カ
モ
メ

は
自
由
に
大
空
を
飛
ん
で
い
る
。
順
番
待
ち
か
、
引
込
線
に
あ

る
貨
物
車
に
入
る
一
週
間
ほ
ど
使
役
等
も
な
く
過
ご
し
た
。
ま

た
ど
こ
か
へ
移
動
す
る
の
か
、
再
び
貨
車
に
乗
り
替
え
た
。
こ

の
貨
車
は
タ
シ
ケ
ン
ト
か
ら
乗
っ
た
の
と
同
じ
様
式
の
貨
車
で

あ
っ
た
。
再
び
こ
れ
に
我
が
身
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。
朝



方
、
停
車
し
て
い
る
の
で
外
を
見
る
と
霜
で
先
が
見
え
な
い
。

空
気
が
非
常
に
ひ
ん
や
り
と
し
た
。
日
が
昇
る
に
つ
れ
、
荒
涼

と
し
た
森
林
が
行
く
手
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に
山
の
峰
が
見

え
て
明
る
く
な
っ
た
の
で
下
車
し
、
三
時
間
ほ
ど
歩
い
た
。
山

に
入
っ
た
の
で
蚊
等
が
皮
膚
を
襲
う
。
収
容
所
に
着
い
た
、
元

日
本
の
兵
士
が
い
た
所
で
あ
っ
た
。
ま
ず
営
内
清
掃
及
び
用
便

所
の
穴
掘
り
等
々
で
あ
っ
た
。
四
、
五
日
ほ
ど
で
終
わ
る
。

作
業
は
主
に
伐
採
、
運
搬
、
木
材
の
貨
車
積
み
、
線
路
工
事

等
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
慣
れ
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
山
に

は
、
運
び
出
せ
な
い
で
朽
ち
果
て
、
そ
の
ま
ま
の
物
が
所
々
に

あ
っ
た
。
そ
の
中
に
小
刀
で
死
亡
し
た
人
の
名
前
、
年
月
日
が

記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
我
々
も
お
互
い
に
注
意
し
な
が
ら
作
業
す

る
。
思
わ
ず
哀
悼
の
念
に
う
た
れ
る
。
日
本
軍
健
在
の
時
に
は

衛
兵
が
立
■
し
て
遺
骨
を
日
本
へ
送
り
届
け
家
族
へ
報
告
す
る

の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
悔
や
ま

れ
る
。
収
容
所
で
の
病
気
、
事
故
、
栄
養
失
調
等
で
、
誰
見
守
る
こ

と
も
な
く
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
が
静
か
に
消
え
て

行
く
よ
う
な
無
情
に
も
等
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の

土
と
な
る
悔
恨
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
指
を
切
っ
て
祖

国
へ
持
ち
帰
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
果

た
し
て
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
案
ず
る
。

春
に
ヴ
ィ
ヤ
ン
キ
と
い
う
山
に
入
っ
た
が
、
そ
の
頃
は
緑
も

多
く
、
今
は
も
う
秋
の
気
配
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
、
キ
ノ
コ
等
が

豊
富
に
あ
っ
た
。
作
業
の
帰
り
に
は
採
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
青
大
将
も
お
り
、
頭
か
ら
尾
ま
で
引
く
と
皮
は
き

れ
い
に
取
れ
た
。
陰
干
し
に
し
て
食
べ
る
。
夜
は
大
き
な
ス

ト
ー
ブ
に
木
を
投
げ
燃
や
す
が
暖
ま
ら
な
い
。
寒
さ
が
身
に
し

み
る
。
十
月
頃
と
思
う
。
ま
た
ナ
ホ
ト
カ
へ
帰
る
と
い
う
知
ら
せ
が

来
た
。
こ
の
地
で
越
冬
で
も
し
た
ら
病
人
、
事
故
死
等
の
死
者

が
出
た
こ
と
と
思
う
。
幸
い
に
も
ナ
ホ
ト
カ
へ
帰
る
こ
と
が
で

き
た
。
春
と
は
違
い
静
か
な
町
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
浜
辺
に

並
び
人
員
点
検
で
あ
る
。
入
江
の
海
で
あ
る
が
日
本
海
で
あ

る
。
カ
モ
メ
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
く
。
今
回
こ
そ
帰
国
の

船
に
乗
れ
る
と
思
っ
て
喜
ん
で
来
た
が
、
ま
た
し
て
も
船
便
が

な
く
収
容
所
入
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
建
築
作
業
で
あ
っ
た
。
帰

国
の
た
め
に
奥
地
か
ら
の
到
着
列
車
が
通
る
。
我
々
の
作
業
し



て
い
る
横
を
元
気
よ
く
通
っ
て
行
く
。
お
互
い
に
手
を
振
り
合

い
、
励
ま
し
合
う
。
三
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
が
出
来
上
が
り
、

入
所
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
の
冬
は
暖
か
い
所
で
越
す
こ

と
が
で
き
る
。
先
輩
に
感
謝
す
る
。
当
地
は
集
結
地
で
民
主
教

育
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
書
や

『
日
本
新
聞
』『
共
産
党
史
』
等
の
本
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
赤

化
運
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
勉
強
会
で
何
ら
か
の
テ
ー
マ
を
示

し
て
討
議
し
合
う
の
で
あ
っ
た
。
時
に
は
吊
る
し
上
げ
、
自
己

批
判
等
も
あ
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
は
さ
す
が
に
冬
は
寒
い
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
遠
く

へ
作
業
に
行
く
。
朝
な
ど
は
風
も
受
け
、
鼻
の
上
な
ど
は
凍
る

よ
う
に
な
る
。
手
で
温
め
る
。
最
終
便
の
船
も
終
わ
っ
た
。
春

を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
。

作
業
の
行
き
帰
り
に
は
労
働
歌
等
を
歌
っ
た
。
寒
さ
も
飛
ん

で
行
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
車
は
ア
メ
リ
カ
製
で
あ
っ
た
。
食
料

は
集
結
地
の
せ
い
か
安
定
し
て
、
品
々
も
多
様
に
あ
っ
た
。
黒

パ
ン
は
タ
シ
ケ
ン
ト
よ
り
は
味
が
落
ち
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

六
月
頃
に
な
る
と
帰
国
の
話
が
出
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

夢
に
ま
で
浮
か
ん
だ
帰
国
の
た
め
の
ラ
ー
ゲ
ル
入
り
の
時
が
来

た
。
持
っ
て
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
物
の
注
意
等
の
話
が
あ
っ

た
。
今
と
な
っ
て
は
何
一
つ
必
要
な
物
と
て
な
い
。
体
一
つ
が

一
番
大
切
で
あ
っ
た
。

帰
国
の
朝
を
迎
え
る
。
物
品
検
査
を
受
け
る
。
帰
国
の
列
に

入
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
頭
に
去
来
す
る
も
の
は
今
ま
で

の
苦
労
で
、
そ
れ
も
喜
び
に
変
わ
っ
た
。
軽
い
足
取
り
で
あ
っ

た
。
終
戦
直
後
の
こ
と
を
思
う
と
天
と
地
の
差
で
あ
っ
た
。
今

は
帰
国
と
い
う
目
的
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

乗
船
の
た
め
の
上
り
坂
も
弾
み
が
ち
に
な
る
。
岩
壁
に
は
四

年
間
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
章
旗
が
風
を
受
け
て
は
た
め
い

て
い
た
。
船
は
三
千
ト
ン
級
の
戦
標
船
で
あ
っ
た
。
船
首
に

「
永
徳
丸
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
一
歩
一
歩
上
っ

た
。
船
倉
に
落
ち
つ
く
。
皆
の
顔
が
初
め
て
安
堵
の
顔
に
と
変

わ
っ
て
ゆ
く
。
収
容
所
ま
た
は
労
働
に
行
く
時
に
歌
っ
た
色
々

の
こ
と
が
頭
の
中
を
か
け
る
。

先

鋒

面
を
上
げ
よ
　
前
を
見
よ

怒
り
に
燃
え
た
　
人
民
の

意
志
に
真
理
を
　
連
ね
つ
つ



あ
あ
沿
海
の
天
を
突
く
　
先
鋒
我
等

鉄
の
兵
士

船
は
出
港
の
合
図
の
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
ナ
ホ
ト
カ
の
入
江
を

滑
る
よ
う
に
静
か
な
船
出
で
あ
っ
た
。
タ
グ
ボ
ー
ト
も
汽
笛
を

鳴
ら
し
別
れ
を
告
げ
る
。

帰
国
の
遅
れ
た
戦
友
達
の
一
日
も
早
い
帰
国
を
祈
ら
ず
に
お

ら
れ
な
い
。
外
海
に
出
る
と
船
足
も
一
段
と
速
度
を
上
げ
る
。

途
中
で
今
年
度
の
第
一
船
で
あ
っ
た
「
興
安
丸
」
の
折
り
返
し

の
運
航
に
会
っ
た
。
第
三
船
目
で
あ
っ
た
。
船
の
中
央
に
は
赤

十
字
の
マ
ー
ク
が
見
え
る
。
互
い
に
ド
ラ
の
音
を
響
か
せ
て
通

り
過
ぎ
る
。
一
層
船
足
も
上
げ
る
。
波
も
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

遠
く
に
見
え
る
日
本
の
山
々
。
近
く
に
な
る
に
つ
れ
松
の
緑

も
青
々
と
、
五
年
ぶ
り
に
見
る
山
河
の
姿
で
あ
っ
た
。「
国
破

れ
て
山
河
あ
り
」

。
船
内
で
一
泊
し
三
十
日
の
上
陸
で
あ
る
。

出
迎
え
の
方
々
は
日
の
丸
を
千
切
れ
ん
ば
か
り
に
振
っ
て
迎
え

て
く
れ
た
。
復
員
の
手
続
き
も
終
わ
り
自
宅
へ
電
報
を
打
っ

た
。
母
の
喜
び
が
目
に
浮
か
ぶ
。

舞
鶴
駅
よ
り
東
日
本
回
り
で
帰
る
予
定
が
京
都
駅
に
て
急
に

変
更
に
な
り
、
駅
前
に
て
「
デ
モ
」「
座
り
込
み
」
等
を
し
た
。

夜
ま
で
警
察
官
等
と
復
員
兵
と
の
間
の
混
乱
で
あ
っ
た
。
今

思
っ
て
も
何
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
時
の
心
境
は
、
今
は
過
去
の
語
り
草
で
あ
る
。
結
局
、

東
海
道
線
で
上
野
駅
回
り
に
変
更
に
な
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
い

た
頃
に
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
現
実
と
な
っ
た
。
車
窓
よ
り
眺
め

る
富
士
山
は
日
本
を
代
表
す
る
秀
峰
で
あ
る
。
い
つ
見
て
も
美

し
い
。
思
い
出
の
上
野
駅
で
あ
る
。
さ
す
が
に
大
都
会
で
あ
る
。
乗

客
等
で
人
の
波
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
の
方
が
旗
を
持
っ
て
迎

え
に
来
て
い
た
。
数
班
に
分
か
れ
、
近
く
の
工
場
等
へ
帰
国
を

兼
ね
て
何
か
報
告
と
の
こ
と
で
、
三
十
人
単
位
で
引
率
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
た
。

私
は
船
橋
市
の
日
本
建
鉄
工
業
株
式
会
社
に
行
っ
た
。
戦

前
、
徴
用
工
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
会
社
で
あ
っ
た
。
偶
然

の
引
き
合
わ
せ
で
あ
っ
た
の
か
、
元
の
職
場
に
残
っ
て
い
た

方
々
と
も
面
会
で
き
た
。
帰
国
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
今
は
自
動

車
造
り
で
あ
る
。
東
北
方
面
よ
り
幼
年
工
と
し
て
働
き
に
来
て

い
た
人
達
は
故
郷
に
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
場
が
整

え
て
あ
っ
た
の
で
、
二
、
三
人
が
「
ソ
連
邦
」
で
の
生
活
等
を



報
告
し
た
。
再
び
代
々
木
の
党
本
部
へ
引
率
さ
れ
て
行
っ
た
。

こ
の
■
が
り
が
縁
に
な
っ
た
の
か
、
自
宅
へ
帰
っ
て
か
ら
も
党

の
方
が
訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
野
駅
の
中
で
復
員
兵
士
が
帰
っ
て
来
る
の
か
、
旗
を
立
て

た
出
迎
え
の
人
た
ち
も
見
ら
れ
た
。
青
森
行
き
の
列
車
に
乗
り

込
む
。
東
北
本
線
で
小
■
へ
向
か
う
。
各
駅
で
下
車
す
る
の
で

仲
間
も
少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
青
森
駅
へ
着
く
頃
に
な
る
と
一

層
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

青
森
よ
り
連
絡
船
に
乗
る
。
入
隊
の
時
に
渡
っ
た
津
軽
海
峡

で
あ
る
。
生
き
て
再
び
渡
る
こ
と
の
で
き
た
喜
び
を
か
み
し
め

た
。
当
時
の
面
影
が
汐
風
と
共
に
遠
ざ
か
っ
た
。
函
館
桟
橋
も

目
の
前
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
八
月
一
日
入
営
以
来
の
北
の
大

地
へ
の
一
歩
を
踏
ん
だ
。
車
窓
か
ら
見
る
景
色
は
青
々
と
緑
の

一
色
で
あ
っ
た
。

小
■
駅
へ
着
く
頃
は
四
、
五
人
に
な
っ
た
。
改
札
を
出
る
。

入
営
時
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
初
め
て
帰
国
し
古
里
へ

帰
っ
た
実
感
で
あ
っ
た
。
生
き
て
帰
っ
た
者
の
み
が
知
る
喜
び

で
あ
ろ
う
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。

町
内
の
方
々
、
家
族
、
知
人
等
迎
え
に
来
て
い
た
。
集
ま
っ

た
方
々
か
ら
「
抑
留
等
の
お
話
を
」
と
言
わ
れ
た
の
で
報
告
を

す
る
と
、
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
共
産
党
の
方
も

来
て
い
た
。

休
養
し
て
い
る
時
に
訪
ね
て
来
ら
れ
る
方
が
い
た
。
ま
だ

帰
っ
て
来
な
い
方
の
家
族
の
方
で
あ
っ
た
。
終
戦
よ
り
ナ
ホ
ト

カ
ま
で
の
戦
後
の
状
態
等
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
通
り
の
お

話
を
し
、
ま
た
慰
め
、
力
づ
け
た
。

二
ヵ
月
ほ
ど
休
養
し
、
就
職
の
た
め
知
人
を
訪
ね
た
。
住
友

石
炭
鉱
業
株
式
会
社
小
■
営
業
所
築
港
現
場
事
務
所
へ
就
職
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
後
の
黒
ダ
イ
ヤ
景
気
で
あ
る
。
山
元
よ

り
毎
日
数
本
の
石
炭
列
車
が
到
着
し
た
。

次
第
に
、
石
炭
よ
り
少
量
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
石
油
の

時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
そ
の

頃
、
山
元
に
い
た
方
が
北
海
道
電
力
小
■
支
社
へ
勤
め
て
い
た

の
で
職
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
現
在
の
小
■
支
社
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
ま
で
勤
め
た
。
そ
の
時
、
北
電
の
方
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

小
■
支
局
へ
一
年
ほ
ど
勤
め
た
。
小
■
支
局
が
札
幌
へ
引
っ
越

し
た
後
も
三
ヵ
月
ほ
ど
勤
め
た
。

私
達
は
戦
争
の
体
験
者
と
し
て
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
語



り
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
亡
き
戦
友
に
捧
げ

る
最
大
の
今
で
き
る
私
の
仕
事
で
あ
る
。
歴
史
は
繰
り
返
す
と

申
し
ま
す
が
、
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
地
に
二
度
と
帰
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
戦
友
、
こ

の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
霊
安
ら
か
な
る
こ
と
を
お
祈

り
し
、
ま
た
帰
還
さ
れ
た
方
々
の
御
健
康
を
祈
願
し
て
、
抑
留

記
と
い
た
し
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
役
軍
人
と
し
て
は
関
東
軍
の
一
員
と
し
て
活
動
し
、
昭
和

二
十
年
、
旧
奉
天
市
で
終
戦
を
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
、
北
海
道
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
碑
建
設
、
及
び
以
後
の

慰
霊
祭
に
毎
年
出
席
協
力
さ
れ
ま
し
た
し
、
平
成
十
一
年
七

月
、
小
■
市
で
初
め
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
開
催
に
当

た
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
実
行
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

（
北
海
道
　
安
田
忠
雄
）

知
ら
れ
ざ
る
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
　 

北
海
道
　
澤
田
清
吉
　 

昭
和
二
十
年
、
日
本
は
長
い
間
続
い
た
戦
争
に
敗
れ
た
。
南

太
平
洋
の
諸
島
に
い
た
多
く
の
日
本
将
兵
た
ち
は
武
装
解
除
の

あ
と
ほ
ど
な
く
、
日
本
に
帰
還
し
て
き
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の

趣
旨
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
旧
満
州
、
北
朝
鮮
、
樺
太
、
千
島
に
い
た
将
兵
並

び
に
民
間
人
の
六
十
万
人
余
り
は
、
ソ
連
に
強
制
抑
留
さ
れ
、

飢
餓
と
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
、
軍
事
奴
隷
と
し
て
酷
使
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

私
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
、
宗
谷
要
塞
重
砲
兵
連
隊
に
臨
時

召
集
を
受
け
、
入
隊
三
ヵ
月
後
に
、
樺
太
西
能
登
路
岬
に
駐
屯

す
る
第
二
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
北
海
道
と
樺
太
を
結
ぶ
稚
泊
連

絡
船
の
航
路
の
安
全
確
保
と
援
護
、
宗
谷
海
峡
か
ら
日
本
海
に

侵
入
せ
ん
と
す
る
、
特
に
敵
潜
水
艦
の
阻
止
、
捕
捉
撃
滅
を
目

的
と
し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
任
務
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
。




